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論文内容の要旨
この論文は，一次元タイヒミュラ一平.問のスマキv ト埋め込みとアール埋め込みの像の解析的，幾伺学
的性質を与えている。詳しく述べる。 εとMをそれぞれアールI埋め込みとマスキット煙め込みの像とする。
εとMはそれぞれ複素平面C内の単連結な真部分領場であり，それぞれのc-{O}とC内での閉包内の点
にはクライン群が対応する。このとき，この論文の主定理は次のεとMの幾伺学的性質である;
(主定理)幾何学的有|根群が対応する εとMの境界点はそれぞれEとMの内方向カスプである。
ここで，複素平面内の領域Dの境界点ねがDの内方向カスプであるとは，次の様な円板βがとれるとき
に言う;すなわち，Bは原点を境界に含みかっ，任意のBの点tについてね+tZがDに含まれる。この主定
理から特にεとMは擬円板で無いことがやlる。更に幾何学的有限群が対応する点はそれぞれの境界内に調
密に存花することが知られているので，この定買は境界の幾何学的な複雑さを表している。主定理はD.J.
Wright の予想、を解くことにより証明される。
次にこの論文に書いてある εとMの解析的性質について述べる。上記のようにεとMの境界は，内方向
カスプを欄密に含むと言う意味で幾何学的には複雑で、ある。方，それらは解析的には適当に取り扱いや
すい性質をもっ，すなわち次の定理が成立する。
(定理);むをε又はMとする。 ZIとれを幾何学的合・限群が対応する克の境界点とし，hを児の正則自己同
型でh(Zl)=Z2とする。このとき，hは次の意味で、Zlで微分可能である。
ん(Z)=Z2+α(z-Z 1 ) + 0 ( I z-Z 1I ). 
ここでz→ ZIはれを頂点とする尖状領場内より近づくものとする。
論文審査の結果の要旨
1次元タイヒミュラー空間のEarle埋め込みとMaskit埋め込みの像をそれぞれεとMとする。これらは，
複素平面C内の単連結な真部分領域であり，それらの各点には 1点穴聞きのトーラスを表すクライン群が
対応している。 εのC'"{O}における境界点やMのCにおける境界点にもクライン群が対応するが， これ
らのクライン群は l点穴聞きのトーラスを表してはいない。
本論文の主定理は.次の εとMの幾何的性質である。
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定問1ε とMの境界点で幾何学的に有限なクライン群が対応するものは，それぞれεとMの内方向カスプ
である。
ここで，複素半市内の領域Dの境界点h がDの内方向カスプであるとは，次の様な円板Bが取れるときに
いう。すなわち，Bは原点を境界に合みかっ，任意のBの点tについてれ+t2がDに合まれる。この主定聞
から，特に「εとMは擬円板でないJことがわlる。さらに，幾何学的に有限なクライン群が対応する点は，
それぞれの場界内に調密に存在することが知られているので，この主張は EとMの境界が複雑な形をして
いることを哀している。
次にεとMの解析的性質について述べる。上記のように， eとMの境界は内H向カスプを調密に含むと
言う意味で幾何的には複雑である。ところが，次の定理が得られたので，それらは解析的にはある程度は
取り股いやすい性質をもっていることがわかる。
定理2;むをεXはMとするo 21とれを幾何学的に有限なクライン群iこ対応する;むの境界点とし hをx
の正WIJ自己|可型で九(ZI)=れとなるものとする。このとき，hは次の怠味でZlにおいて微分可能である。
h(Z)=Z2+α(Z-ZI)+ 0 ( I Z-ZI 1) 
ここでz→ ZIは21を頂点とする尖状領域内より近づくらのとする。
以上の結果は， 1次元タイヒミュラー空間のEarle埋め込みとMaskit埋め込みの像の解析的，幾何的性
質についての重要な結果を導き.タイヒミュラー空間，クライン針についての新しい知見をもたらすもの
である。よって，博上(理学)の学位授うにf直するものと審査した。
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